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タイトル	Comment by 作成者: MS明朝、欧文のフォントはTimes New Roman本文も同じ太字、12ポイント、中央揃え
――副題――

姓　名	Comment by 作成者: MS明朝、太字、10.5ポイント、中央揃え

1．章タイトル（MSゴシック、前後一行ずつあける）

本文はMS明朝、10.5ポイント（英数字用のフォントはTimes New Roman）（Husserl, Heidegger, and Merleau-Ponty, 2018: 1）。行間は1行、両端揃え。本文中の括弧は全角括弧を用いること（半角括弧としないよう注意）。
[bookmark: _GoBack]引用符について。日本語の引用符は「」、引用符内の括弧は〈〉（山括弧――不等号で代用しないこと）、引用者による補足は〔〕（亀甲括弧）、書名は『』、傍点はカンマを基本とする。

(1) 節タイトル（MSゴシック、10.5ポイント、前のみ一行あける。節番号および英文のフォントは Arial）――節題の副題は、主題の後のみダッシュ記号を付ける
1) 項タイトル（MS明朝、10.5ポイント。前後の行はあけない。英語のフォントは Times New Roman）。
　その他、指定のない点については既刊号を参照し、同一論文の中で体裁を統一すること[footnoteRef:1]。注番号は句読点の前に振る。 [1:  注は文末脚注ではなく脚注を用いる（ページごと）。書体は本文と同じ。9ポイント、文頭をぶら下げ1字の設定にする。] 

　図表の前後は一行ずつあけ、番号およびタイトル（図1（MSゴシック、9ポイント、英数字はArial）を、それぞれ表の上部、図の下部に配置する。
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図1　図タイトル

原則として3行を超える長文引用は、前後を一行開け、左インデント3文字、右インデント1文字の設定にする（木村2018：1）。文頭は1字下げとしない。引用文全体への引用符も用いないこと。

文献	Comment by 作成者: 中央揃え（MSゴシック、10.5ポイント、前後一行ずつあける。

文献表内の表記は以下の通り。
・MS明朝（英数字はTimes New Roman）、9ポイント。
・ぶら下げ3字。
・数字はすべて半角。
・巻号表記は数字のみとする（「vol.」などは記載しない）。
・雑誌論文については所収頁を記載する。
・欧文書名はイタリック。
・
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（著者ふりがな・所属）	Comment by 作成者: 10.5ポイント右揃え　前のみ一行あける
字数（　　　字）	Comment by 作成者: 「校閲」タブ⇒「文章校正」⇒「文字カウント」機能を用いて、単語数ではなく「文字数（スペースを除く）」で計算してください。
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